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平
素
は
、町
行
政
の
推
進
に
格
段
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、大
型
の
台
風
や

集
中
豪
雨
が
日
本
列
島
を
襲
い
、各
地
に
甚
大

な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。被
災
さ
れ
ま

し
た
皆
様
や
地
域
の
１
日
も
早
い
復
旧
、復
興

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
方
、時
代
は
平
成
か
ら
令
和
へ
と
移
り
、10

月
に
天
皇
陛
下
即
位
礼
正
殿
の
儀
、11
月
に
即

位
の
礼
・
祝
賀
御
列
の
儀
な
ど
が
行
わ
れ
、新

し
い
時
代
が
幕
を
明
け
る
と
い
う
歴
史
的
な
年

で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

９
月
に
は
ア
ジ
ア
初
開
催
と
な
る
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
幕
し
、代
表
チ
ー
ム
の

活
躍
が
日
本
中
の
皆
さ
ん
に
勇
気
と
感
動
を
与

え
ま
し
た
。

　

今
年
は
、志
賀
小
学
校
と
比
井
小
学
校
の
統

合
に
向
け
、志
賀
小
学
校
に
教
室
を
増
築
す
る

と
と
も
に
、既
存
校
舎
の
大
規
模
修
繕
に
着
手

し
、令
和
３
年
４
月
の
統
合
に
向
け
万
全
を
期

し
て
参
り
ま
す
。

　

次
に
長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
り
ま
し
た
保
育

所
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、関
係
各
位
の
ご

理
解
を
賜
り
、昨
年
指
定
管
理
業
者
を
選
定
い

た
し
ま
し
た
。

　

多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
べ
く
、

保
護
者
の
方
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
保
育
所

運
営
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

本
年
も
引
き
続
き
防
災
・
生
活
・
通
学
道
路

の
整
備
と
し
て
の
主
要
県
道
や
町
道
の
改
良
、

津
波
・
土
砂
・
河
川
災
害
へ
の
防
災
対
策
、教

育
環
境
並
び
に
子
育
て
支
援
の
充
実
、ま
た
高

齢
者
福
祉
の
充
実
な
ど
、「
笑
顔
で
健
康
に
暮
ら

せ
る
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し
、全

職
員
と
と
も
に
、ひ
と
つ
ひ
と
つ
着
実
に
実
行

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、日
高
町
の
更
な
る
発
展
の
た
め
、一

段
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、皆
様
に
と
っ
て

ご
健
勝
で
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

　

今
年
は
昭
和
39
年
の
大
会
以
来
、56
年
ぶ
り

に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
が
控
え
て
お
り
、日
本
選
手
団
の
活
躍
に

期
待
す
る
と
と
も
に
、そ
の
経
済
効
果
に
も
大

い
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、当
町
で
は
昨
年
７
月
、学
童
保
育
の
待

機
児
童
解
消
の
た
め
、日
高
町
保
健
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
内
に「
第
３
日
高
町
子
ど
も
ク
ラ
ブ
」

を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、台
風
な
ど
災
害
時
に
は
避
難
所
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
と
な
る
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
に
お
き
ま
し
て
、空
調
の
全
面
改
修
を
は

じ
め
、自
家
発
電
設
備
の
整
備
を
行
い
、４
月
か

ら
供
用
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
清
々
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日高町長

松本 秀司
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　10月30日（水）、日高中学校（柴田耕治校長・生徒数221名）で校内マラソン大会が開催され、生
徒たちは秋晴れのもと、マラソンコースを駆け抜けました。
　日高町立武道館前から勢いよくスタートした生徒らは、男女ともに2.8㎞のコースを疾走。コー
ス沿いには保護者らも駆け付け、声援や拍手を送っていました。
　上位入賞者は、次のとおりです。（敬称略）

【
男
子
】

①
北
川
智
也

　
　

９
分
24
秒

②
小
川
壱
紗

　
　

９
分
46
秒

③
舛
田
陸
人

　
　

９
分
48
秒

④
下
田
温
大

⑤
中
西
葵
郁

⑥
白
井
誉

⑦
小
宮
泰
誠

⑧
﨑
山
睦
生

⑨
皆
川
大
生

⑩
那
須
亮
太

【
女
子
】

①
原
星
空

　
　

10
分
47
秒

　

 

（
大
会
新
記
録
）

②
松
本
舞

　
　

10
分
48
秒

　

 

（
大
会
新
記
録
）

③

平
奈
緒

　
　

11
分
11
秒

④
土
屋
凛
果

⑤
土
屋
舞
歩

⑥
小
川
千
晴

⑦
出
水
あ
ず
み

⑧
林
心
音

⑨
丸
山
さ
く
ら

⑩
坂
成
海

秋晴れのもと、一斉にスタート
ー日高中・校内マラソン大会ー
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作品展や催し物で賑わう
ー文化展、ふれあい祭ー

　

11
月
７
日（
木
）、日
高
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会（
白
井
た
づ
代
会
長
）の
メ
ン
バ
ー
ら
約
30
名
が
、町

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
の
花
壇
に
キ
ン
セ
ン
カ

の
苗
７
０
０
株
を
植
え
ま
し
た
。

　

キ
ン
セ
ン
カ
は
、故
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ク
ヌ
ッ
セ
ン
機
関

長
が
好
き
だ
っ
た
花
で
、デ
ン
マ
ー
ク
の
フ
レ
デ
リ
ク

ス
ハ
ウ
ン
市
長
か
ら
譲
り
受
け
た
種
か
ら
育
て
て
今

年
で
12
代
目
。２
月
～
３
月
頃
に
見
頃
を
迎
え
る
そ
う

で
す
。今
年
は
全
部
で
２
１
０
０
株
ほ
ど
の
苗
が
育

ち
、町
内
の
保
育
所
や
小
中
学
校
、役
場
周
辺
で
も
植

え
ら
れ
ま
し
た
。

デ
ン
マ
ー
ク
と
の
友
好
の
証

ー
キ
ン
セ
ン
カ
の
苗
を
植
栽
ー

　11月16日（土）、17日（日）、役場敷地内において文化展とふれあい祭が合わせて開催され、多くの来場
者で賑わいました。
　文化展では、小・中学校の児童、生徒や保育所園児らの絵や書道の作品が展示され、また、ふれあい祭で
は射的、輪投げ、スーパーボールすくい、ヨーヨー釣りなどが出店されました。ステージでは、大豆の早移
し競争、ラムネの早飲み競争、ビンゴゲームなども実施されるなど、楽しいイベントが盛りだくさん。多く
の来場者が、楽しいひとときを過ごしました。

苗を丁寧に植える
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練習の成果を発表
－小・中学校で校内音楽会－

　11月８日（金）に内原小学校（川端浩次校長）、
15日（金）に志賀小学校（栗本憲治校長）で、13日

（水）に日高中学校（柴田耕治校長）で校内音楽会が
開催されました。児童、生徒らは保護者ら観客の前
で合唱や合奏を披露。観客は聴き入り、大きな拍手
を送っていました。

　11月13日（水）、日高町中央公民館において、令和元年度日高町文化賞表彰式が
執り行われました。
　今年度の受賞者は以下のとおりになります。

文
化
活
動
を
応
援
し
ま
す
！

ー
日
高
町
文
化
賞
表
彰
ー

【文化奨励賞】
◦鈴木菜々さん（紀央館高３年、産湯）
　第43回全国高等学校総合文化祭　美術工芸部門　出品
◦小宮琴未さん（日高高３年、高家）
　第39回近畿高等学校総合文化祭　美術工芸部門　出品
◦坂　将起さん（内原小５年、荊木）
　第31回ＭＯＡ美術館中紀児童作品展　和歌山県知事賞（ＭＯＡ美術館奨励賞）
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情
報
公
開
制
度
お
よ
び

個
人
情
報
保
護
制
度

の
実
施
状
況

２
０
２
０
年

農
林
業
セ
ン
サ
ス
が

　
　

実
施
さ
れ
ま
す

　
「
情
報
公
開
制
度
」は
、町
が
保
有

す
る
情
報（
公
文
書
等
）を
み
な
さ
ま

か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
公
開
す
る
こ

と
で
、よ
り
開
か
れ
た
町
政
を
推
進

し
、み
な
さ
ま
と
の
信
頼
・
協
力
関

係
を
深
め
よ
う
と
す
る
制
度
で
す
。

　

令
和
元
年
11
月
末
現
在
の
実
施
状

況
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

・
公
文
書
開
示
請
求
件
数	

…
…
３
件

・
公
文
書
開
示
請
求
に
関
す
る

　
　
　
　
　

		

決
定
状
況	

…
…
２
件

・
審
査
請
求
の
件
数	

…
…
…
…
０
件

　

ま
た
、「
個
人
情
報
保
護
制
度
」は
、

町
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
を

図
る
た
め
の
適
正
な
手
続
き
な
ど
を

定
め
た
制
度
で
、自
分
の
個
人
情
報
の

開
示
や
個
人
情
報
の
訂
正
、利
用
停
止

を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

令
和
元
11
月
末
現
在
の
実
施
状
況

は
、次
の
と
お
り
で
す
。

・
開
示
請
求
件
数	

…
…
…
…
…
１
件

・
訂
正
請
求
お
よ
び
利
用
停
止
等
の

　
　
　
　
　
　

		

受
付
件
数	

…
０
件

　

農
林
水
産
省
で
は
、令
和
２
年
２
月

１
日
現
在
で
、「
２
０
２
０
年
農
林
業

セ
ン
サ
ス
」を
実
施
し
ま
す
。こ
の
調

査
は
、我
が
国
の
農
林
業
・
農
山
村
地

域
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
最
も
基

本
的
な
調
査
で
す
。

　

令
和
２
年
１
月
中
旬
か
ら
調
査
員

が
農
林
業
関
係
者
の
方
々
を
訪
問
し

て
、調
査
票
に
農
林
業
の
経
営
状
況
な

ど
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
事
項
に
つ

い
て
は
、統
計
以

外
の
目
的
に
は
使

用
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
、ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

新
春
恒
例
の
消
防
団
訓
練
出
初
式

は
、１
月
５
日（
日
）午
前
10
時
か
ら

日
高
町
若
も
の
広
場（
雨
天
の
場
合
、

日
高
中
学
校
体
育
館
）で
、婦
人
防
火

ク
ラ
ブ
の
参
加
を
得
て
挙
行
し
ま

す
。

　

式
典
で
は
、多
年
に
わ
た
り
消
防

団
員
と
し
て
活
躍
い
た
だ
い
て
い
る

団
員
や
団
体
が
、日
高
町
長
、和
歌
山

県
消
防
協
会
総
裁
、日
高
地
域
消
防

協
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

退
団
者
に
対
し
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
す
。

　

出
初
式
に
お
い
て
表
彰
、感
謝
状

を
受
け
ら
れ
る
の
は
、次
の
方
々
で

す
。（
敬
称
略
）

◎
日
高
町
長
表
彰

▽
30
年
勤
続
表
彰
＝
金
㟢
昭
仁（
分

団
長
）、25
年
勤
続
表
彰
＝
辻
本
信
也

（
班
長
）、橙
明
弘（
班
長
）

◎
和
歌
山
県
消
防
協
会
総
裁
表
彰

▽
20
年
勤
続
表
彰
＝
津
村
和
義（
団
員
）

◎
日
高
地
域
消
防
協
会
長
表
彰

▽
10
年
勤
続
表
彰
＝
畑
ヶ
中
正
己

（
団
員
）、入
江
伸
行（
団
員
）、白
井
雄

太（
団
員
）、小
嶋
卓（
団
員
）

◎
感
謝
状（
在
団
時
の
役
職
）

▽
山
本
博
一（
副
団
長
）、井
垣
弥（
分

団
長
）、阪
口
善
幸（
副
分
団
長
）

　

な
お
、１
月
５
日
午
前
８
時
に
消
防

団
員
招
集
の
た
め
、防
災
行
政
無
線
に

よ
り
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、

火
災
・
そ
の
他
の
災
害
と
お
間
違
え

の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
式
典
終
了
後
、萩
原
地
区
の

奥
山
池
付
近
で
放
水
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。

◎
昨
年
の
出
初
式
の
様
子

お問い合わせは、
（☎63・2051）まで。

総
務
政
策
課

お
知
ら
せ

日
高
町
消
防
団

訓
練
出
初
式

　
　

１
月
５
日（
日
）

　
　

日
高
町
若
も
の
広
場

「つっちー」



　

広報ひだか 2020.1月号7

健康推進課
お知らせ

お問い合わせは、
（☎63・3801）まで。

　

近
年
、高
齢
者
の
方
を
狙
っ
た
不

審
電
話
が
多
発
し
て
お
り
、中
で
も
、

Ａ
Ｔ
Ｍ（
現
金
自
動
預
払
機
）を
使
っ

て
お
金
を
振
り
込
ま
せ
よ
う
と
す
る

事
例
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
の
手
口
は
、

下
記
の
よ
う
な
内
容
で
す
。

　

役
場
職
員
や
、後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
の
職
員
が
、医
療
費
・
保

険
料
の
還
付
手
続
き
等
に
つ
い
て
、

電
話
に
よ
り
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
手
続
き
を

お
願
い
す
る
よ
う
な
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。

　

県
内
に
お
い
て
も
不
審
電
話
は

発
生
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
内

容
の
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
、手

続
き
を
す
る
前
に
、健
康
推
進
課（
☎

６
３･

３
８
０
１
）ま
た
は
和
歌
山

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合（
☎

０
７
３･

４
２
８･

６
６
８
８
）ま
で
。

　
も
し
も
被
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
ら
…

必
ず
お
近
く
の
警
察
署
へ
被
害
届
を
出
し

て
く
だ
さ
い
。

★
御
坊
警
察
署（
☎
２
３
・
０
１

１
０
）

不
審
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
!!

　

電
話
で
、『
医
療
費
や
保
険
料
の
還
付

金
が
あ
る
』と
言
っ
た
り
、『
還
付
通
知

書
を
送
っ
て
い
る
け
ど
内
容
は
確
認
し

て
ま
す
か
？
』と
言
っ
て
く
る
。

　

携
帯
電
話
の
番
号
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
の
有
無
を
聞
か
れ
、『
還
付
手
続

の
期
限
が
今
日
ま
で
だ
か
ら
急
い
で
近

く
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
あ
る
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
・
ス
ー
パ
ー
等
へ
行
っ

て
く
だ
さ
い
』と
言
葉
巧
み
に
誘
導
し
、

入
金
さ
せ
る
。

　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
在
宅

の
認
知
症
高
齢
者
が
屋
外
で
徘
徊
し

た
と
き
に
、早
期
に
発
見
す
る
位
置

情
報
検
索（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
、事
故
防
止
な
ど
家
族
の
介

護
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、次
の

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。申
請

手
続
き
後
に
利
用
が
決
定
さ
れ
れ
ば

加
入
料
や
月
額
基
本
料
金
は
日
高
町

が
負
担
し
ま
す
。（
た
だ
し
、現
場
急

行
サ
ー
ビ
ス
や
機
器
を
紛
失
し
た
場

合
は
利
用
者
負
担
で
す
。）

利
用
対
象
者

 

・
町
内
に
住
所
を
有
し
、か
つ
、当
町

の
被
保
険
者
で
あ
り
介
護
保
険
法

に
規
定
す
る
要
介
護
又
は
要
支
援

に
該
当
し
、徘
徊
高
齢
者
を
在
宅

で
介
護
し
て
い
る
家
族
等

 

・
介
護
保
険
料
の
滞
納
が
無
い
こ
と

事
業
実
施
ま
で

①
役
場
健
康
推
進
課
で
申
請
手
続
き

を
し
ま
す
。印
鑑
、利
用
者
の
通

帳
、機
器
を
装
着
さ
れ
る
方
の
身

体
特
徴
が
分
か
る
よ
う
に
し
て
来

て
く
だ
さ
い
。

②
申
請
後
に
利
用
決
定
の
あ
っ
た

認
知
症
高
齢
者
の
い
る
世
帯
に

位
置
情
報
端
末
機（
携
帯
用
小

型
）を
配
付
し
認
知
症
高
齢
者
に

装
着
し
ま
す
。

③
屋
外
で
の
徘
徊
に
よ
り
所
在
不
明

に
な
っ
た
際
、家
族
等
が
位
置
検

索
を
契
約
位
置
情
報
提
供
事
業
者

に
依
頼
し
ま
す
。

④
依
頼
を
受
け
た
位
置
情
報
提
供
事

業
者
が
位
置
検
索
し
た
情
報
を
電

話
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ

り
提
供
し
ま
す
。

徘
徊
高
齢
者
位
置
検
索

　

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
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　日本脳炎の予防接種については、ワクチン接種に伴って重い病気になった事例があったことを
きっかけに、平成17年度から21年度まで積極的な勧奨を控えてきました。
　こうしたところ、新たなワクチンが開発され、現在は日本脳炎の予防接種を通常通り受けられる
ようになっています。

【積極的な勧奨の差し控えにより規定回数を受けられなかった方の接種方法】

※�接種可能とされていますが、第1期の接種を3回受けた人は、最後の接種から概ね5年以上の間隔をおいて
接種することが望ましいとされています。

　日本脳炎ウイルスの感染によって起こる中枢
神経（脳や脊髄など）の疾患です。
　ヒトからヒトへの感染はなく、ブタなどの動
物の体内でウイルスが増殖した後、そのブタを
刺した蚊（コガタアカイエカ：水田などに発生
する蚊の一種）などがヒトを刺すことによって
感染します。
　東アジア・南アジアにかけ
て広く分布する病気です。

　平成7年4月2日〜平成19年4月1日生まれの方（特例対象者）は、当面の間の特例措置として、
20歳未満（20歳の誕生日の前日まで）であれば、残りの接種回数が無料で接種できます。
　前記の対象者の方で接種を希望される方は健康推進課（☎63・3801）まで。

　ウイルスを持つ蚊に刺され、感染した後も症状
なく経過する（不顕性感染）場合がほとんどです
が、症状が出るものでは、６～ 16日間の潜伏期間
後に、数日間の高熱、頭痛、嘔吐などで発病し、引
き続き急激に、光への過敏症、意識障害（意識がな
くなること）、けいれんなどの中枢神経系障害（脳
の障害）を生じます。
（過去には、100人から1000人の感染者の中で１
人が発病すると報告されています。）
　大多数の方は、無症状に終わるのですが、脳炎
を発症した場合20～ 40%が死亡に至る病気とい
われており、幼少児や高齢者では死亡の危険は大
きくなっています。

日本脳炎の予防接種について

どんな病気？ どんな症状？

平成17～21年度の間に接種機会を逃した方々へ

接　種　歴 その後の接種方法

第１期を全く受けていない方 ・６～ 28日の間隔をおいて２回、２回目接種から概ね１年後に３回目を接種
・４回目は９歳以上で接種し、３回目との接種間隔は６日以上あける※

第１期初回接種のうち、
１回のみ受けた方

・２回目と３回目を６日以上の間隔をあけて接種
・４回目は９歳以上で接種し、３回目との接種間隔は６日以上あける※

第１期初回接種のうち、
２回受けた方

・３回目を接種
・４回目は９歳以上で接種し、３回目との接種間隔は６日以上あける※

第１期初回接種のうち、
３回受けた方 ・４回目を９歳以上で接種し、３回目との接種間隔は６日以上あける※
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お問い合わせは、
（☎63・3800）まで。

住民福祉課
お知らせ

児
童
手
当
制
度
を

�

ご
存
知
で
す
か
？

●
支
給
対
象

　

０
歳
か
ら
15
歳（
中
学
校
修
了
前
）

ま
で
の
お
子
さ
ま
を
養
育
さ
れ
て
い

る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

お
子
さ
ま
が
児
童
福
祉
施
設
等
に

入
所
さ
れ
て
い
る
場
合
、こ
の
お
子

さ
ま
の
ご
両
親
は
児
童
手
当
を
受
け

る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん（
施
設
設
置

者
が
受
給
者
と
な
り
ま
す
）。

●
支
給
月

　

原
則
と
し
て
、毎
年
度
の
６
月
、10

月
、２
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま

で
の
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

●
届
出
が
必
要
な
と
き

・
支
給
対
象
と
な
る
お
子
さ
ま
が
増

え
た
、も
し
く
は
減
っ
た

・
受
給
者
、も
し
く
は
養
育
し
て
い

る
お
子
さ
ま
の
住
所
や
氏
名
が
変

わ
っ
た

・
受
給
者
が
公
務
員
に
な
っ
た
、も

し
く
は
公
務
員
で
な
く
な
っ
た

・
振
込
口
座
を
変
更
し
た（
受
給
者

名
義
の
口
座
に
限
り
ま
す
）

●
支
給
額

区分
所得制限以下
の場合
（月額）

所得制限
を超える場合
（月額）

０～３歳未満 15,000円

5,000円
（一律）３歳～小学校修了前

第１子・第２子
10,000円

第３子以降
15,000円

中学生 10,000円

※�児童の人数（第○子）は、18歳到達後の最初の３月31日
までの間にある児童の中で数えます

　

１
月
20
日（
月
）、人
権
相
談
・
行

政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
の
合
同
相

談
所
を
、日
高
町
保
健
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
２
階
会
議
室
で
午
後
１
時
か

ら
４
時
ま
で
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

相
談
員
は
、社
会
福
祉
協
議
会
会

長
・
副
会
長
、民
生
児
童
委
員
、人
権

擁
護
委
員
、行
政
相
談
委
員
の
方
々

で
す
。

　

詳
し
く
は
、日
高
町
社
会
福
祉
協

議
会（
☎
６
３
・
２
７
５
１
）ま
で
。

人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

心
配
ご
と
相
談
合
同

相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ

「
介
護
予
防
・
日
常

生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
」

に
ご
協
力
を

　

町
で
は『
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計

画
及
び
高
齢
者
福
祉
計
画
』（
令
和
３

年
度
～
令
和
５
年
度
）の
策
定
に
向
け

て
、介
護
予
防
・
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー

ズ
調
査
を
実
施
し
ま
す
。町
内
に
お
住

ま
い
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
生
活

状
況
や
地
域
課
題
を
把
握
す
る
た
め

の
調
査
で
す
。身
近
な
内
容
で
答
え
や

す
く
設
け
て
い
ま
す
の
で
、回
答
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
対
象
者

町
内
に
お
住
ま
い
の
65
歳
以
上
の

高
齢
者
で
す
。無
作
為
抽
出
に
よ
り

約
４
０
０
名
の
方
々
に
調
査
依
頼

す
る
予
定
で
す
。

※
調
査
方
法

該
当
の
方
に
は
、調
査
票
を
郵
送
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。回
答
い
た
だ

い
た
調
査
票
は
同
封
の
返
信
封
筒

へ
入
れ
て
郵
便
ポ
ス
ト
へ
投
函
く

だ
さ
い
。

※
調
査
期
間

令
和
２
年
１
月
下
旬
か
ら
１
ケ
月

程
度
の
予
定
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
健
康
推
進
課（
☎

６
３
・３
８
０
１
）ま
で
。
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　お子さまが、病気または病気回復期で集団保育ができない状態にあり、保護者の勤務の都合などによ
り家庭での保育ができない場合に、一時的に保護者に代わりお子さまをお預かりするサービスです。
（医師により受け入れが不可能と判断された場合には、ご利用いただけない場合があります）

■病児・病後児保育とは…

①生後9週〜就学前の児童
　（ただし、特に必要な場合は小学3年生まで）
②�医師（かかりつけ医など）の診断により、入院加
療の必要はないが、安静の確保に配慮する必要
がある児童で、この保育サービスの利用が可能
だと医師が認めた児童
③�保護者が何らかの理由（勤務・病気・事故など）
により、家庭で保育が出来ない状況にある児童

〜子育て中のご家庭のみなさまへ〜

病児・病後児保育事業のご案内

■利用できる児童

●�風邪、下痢（腸炎）など、子供が日常的にかかる
疾患（脱水症状はないが、保育所などに連れて
いけないとき）
●�麻疹、水痘、風疹などの伝染性疾患（急性期は過
ぎ全身状態は安定しているが、保育所などでの
生活には不安があるとき）
●�喘息などの慢性疾患（呼吸困難は強くはない
が、保育所などには連れていけないとき）
●�骨折、熱傷などの外傷性疾患（症状が固定して
も、保育所などには連れていけないとき）

■対象となる病気

御坊市湯川町財部728−4
　特定・特別医療法人�黎明会�北出病院
　「病児保育室ひまわり」
利用時間　平日の午前8時〜午後6時
� （延長保育は、原則行いません。）
休 業 日　土、日曜日、祝祭日と年末年始
� （12月29日〜1月3日）
　■予約時間：午前8時〜午後6時
　■☎�24・0144

■病児・病後児保育所

少人数制ですので、お預かりできる児童数に限り
があります。事前（前日）にご予約ください。

■定　員 ： 6名

（1）前年度市町村民税の課税世帯
� （1日�2,000円�/�半日�1,000円）
（2）前年度市町村民税の非課税世帯
� （1日�1,000円�/�半日�500円）
（3）生活保護世帯�（全額免除）
�※半日とは、5時間以内の保育です。

■ご利用料金

■ご利用の手順
お子さまが発熱など

かかりつけ医を受診
・入院加療の必要はなく、病児・病後児保育所での保育
サービスが可能だと医師が診断。
・「医師連絡票」記載してもらい、医師より受け取る。

・�「医師連絡票」を受け取ると同時に、保育室へ病状を
告げて予約（前日）してください。
�病児・病後児保育所
　北出病院「病児保育室ひまわり」
　　予約時間：午前8時〜午後6時
　　☎24・0144

病
児
・
病
後
児

保
育
所
へ
予
約

【当日お持ちいただく物】
①医師連絡票　②利用申請書　③同意書
④かかりつけ医より処方されたお薬
⑤子ども医療費受給資格証　⑥健康保険証
⑦母子手帳　⑧印鑑
⑨着替え、タオル、パジャマなど
⑩粉ミルク、哺乳瓶　⑪紙おむつ
⑫昼食・おやつ�など
※昼食・おやつは、お持ちください（原則）。
　�ただし、ご用意できない場合は、入所時にお申し出く
ださい。実費（前払い）にてご用意いたします。
　［昼食…1食205円、おやつ…1回100円］

病
児
・
病
後
児

　
　
　
保
育
所
に
入
所

・病児保育中、病状が悪化し必要があれば、保護者へ連
絡しご了解いただいたうえで、保険診療を受けてい
ただきます。その際の費用は、別途必要となります。
��なお緊急時は、事後承諾になることもあります。

保�

育

お迎え ・必ず午後6時までに迎えに来てください。
・利用当日分のお支払いをお願いします。

お問い合わせ/住民福祉課（☎63・3800）

受け入れOKが出る
※�（予約後のキャンセルは、速やかに保育室に連絡して
ください）
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新
成
人
の
み
な
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

▼
国
民
年
金
の
加
入
は

�

20
歳
か
ら

　

20
歳
に
な
っ
た
ら
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
な
ど
に
加
入
し
て
い
な

い
人
は
、国
民
年
金
の
加
入
届
け

（
国
民
年
金
資
格
取
得
届
の
提
出
）

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
国
民
年
金
（
基
礎
年
金
）
に
は

　
３
つ
の
メ
リ
ッ
ト

①
老
後
を
支
え
ま
す
　
　
　
　
　

 

老
齢
基
礎
年
金

②�

病
気
や
け
が
で
障
害
の
状
態
に

な
っ
た
と
き
に
支
え
ま
す　
　

 

障
害
基
礎
年
金

③�

加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、

子
の
あ
る
配
偶
者
、子
を
支
え

ま
す

 

遺
族
基
礎
年
金

▼
保
険
料
納
付
は

�

便
利
な
口
座
振
替
を
!!

　

口
座
振
替
に
す
る
と
、指
定
し

た
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と

さ
れ
ま
す
の
で
、金
融
機
関
の
窓

口
ま
で
納
め
に
行
く
手
間
が
か
か

ら
ず
大
変
便
利
で
す
。ま
た
、納
め

忘
れ
も
防
げ
ま
す
。口
座
振
替
手

続
き
は
、金
融
機
関
窓
口
に
納
付

書
と
預
金
通
帳
、通
帳
の
届
出
印

を
ご
持
参
の
う
え
、手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※ 

ま
た
、令
和
２
年
２
月
中
に
口

座
振
替
を
申
し
込
め
ば
国
民
年

金
保
険
料
の
２
年
前
納
が
可
能

に
な
り
ま
す
。（
支
払
保
険
料
が

多
少
割
引
と
な
り
ま
す
）

▼
保
険
料
を

�

納
め
ら
れ
な
い
と
き��

　

申
請
免
除
制
度
・
若
年
者
納
付

猶
予
・
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ

り
ま
す
。本
人
の
届
け
出
後
、審
査

に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
の
で
、必
ず

所
得
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
を
せ
ず
保
険
料
を
未
納
の

ま
ま
に
す
る
と
、将
来
年
金
を
受
給

で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
世
代
と
世
代
の�

支
え
合
い

　

公
的
年
金
制
度
は
、現
役
世
代
が

納
め
る
保
険
料
で
高
齢
者
の
方
の

年
金
を
負
担
す
る
と
い
う「
世
代
と

世
代
の
支
え
合
い
」が
基
本
で
す
。

▼
国
民
年
金
基
金

　

老
齢
基
礎
年
金
に
上
積
み
し
て

年
金
を
受
け
取
る
制
度
で
す
。国

民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
て
い
る

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
が
加
入

で
き
る
年
金
で
す
。

　

ま
た
、納
め
た
保
険
料
は
、全
額

が
所
得
控
除
の
対
象
に
な
り
ま

す
。詳
し
く
は
、国
民
年
金
基
金

（
☎
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０･

６
５･

４
１
９
２
）ま
で
。

　

そ
の
他
、手
続
等
に
つ
い
て
詳

し
く
は
、住
民
福
祉
課（
☎
６
３･

３
８
０
０
）ま
た
は
、年
金
事
務
所

（
☎
０
７
３
９･

２
４･

０
４
３
２
）

ま
で
。

野
焼
き
は
法
律
で

�

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
「
近
所
で
ご
み
を
燃
や
し
て
い

て
、煙
で
困
っ
て
い
る
」、 「
ご
み
の

焼
却
で
灰
や
燃
え
か
す
が
、田
ん
ぼ

に
入
っ
て
困
る
」な
ど
の
苦
情
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
の
ご
み
の
焼
却
は
、近
隣

の
人
に
迷
惑
を
掛
け
る
だ
け
で
な

く
、ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
発
生
や
火
災

の
危
険
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ド
ラ
ム
缶
・
ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
・
素

ぼ
り
の
穴
を
利
用
し
た
も
の
や
、法

で
定
め
ら
れ
た
構
造
基
準
を
満
た
し

て
い
な
い
焼
却
炉
な
ど
に
よ
る
焼
却

は
、法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
ご
み
は
焼
却
せ
ず
に
、決
め
ら

れ
た
収
集
日
に
分
別
し
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

農
林
漁
業
を
営
む
た
め
の
や
む
を

得
な
い
焼
却
な
ど
は
、法
律
で
例
外

的
に
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、焼
却
量

や
時
間
帯
、風
向
き

な
ど
を
考
慮
し
ま

し
ょ
う
。
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お問い合わせは、
（☎63・3805）まで。

上
下
水
道
課

お
知
ら
せ

下
水
道
へ
の
接
続
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　

下
水
道
事
業
に
加
入
済
み
で
、
ま

だ
接
続
工
事
を
さ
れ
て
い
な
い
み
な

さ
ま
は
、
早
め
に
工
事
を
さ
れ
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
接
続
工
事
は
『
日
高
町
排

水
設
備
指
定
工
事
店
』
し
か
施
工
で

き
ま
せ
ん
。
指
定
業
者
の
中
か
ら
工

事
業
者
を
ご
自
分
で
選
び
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
借
家
や
テ
ナ
ン
ト

の
場
合
は
、
貸
し
主
と
の
協
議
も
必

要
と
な
り
ま
す
。
指
定
工
事
店
は
役

場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。

個
人
浄
化
槽
を

設
置
さ
れ
て
い
る
方
へ

①
法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

法
定
検
査
に
は
、浄
化
槽
使
用
開

始
後
３
か
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
５

か
月
以
内
に
１
回
実
施
す
る「
７
条

検
査
」と
、毎
年
１
回
実
施
す
る「
11

条
検
査
」が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
検
査
は
浄
化
槽
が
正
し
く
働

い
て
い
る
か
、き
れ
い
な
水
が
流
れ

て
い
る
か
を
調
べ
る
も
の
で
、指
定

機
関
へ
の
お
申
し
込
み
を
お
願
い
し

ま
す
。

※ 「
７
条
検
査
」「
11
条
検
査
」は
、そ
れ
ぞ
れ
浄

化
槽
法
第
７
条
と
第
11
条
に
規
定
さ
れ
て
い

る
法
定
検
査
で
す

②
保
守
点
検
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

浄
化
槽
は
定
期
的
に
点
検
し
ま

し
ょ
う
。保
守
点
検
業
者
は
、日
高
町

を
営
業
範
囲
と
し
て
、和
歌
山
県
に

登
録
さ
れ
て
い
る
業
者
と
契
約
を
し

ま
し
ょ
う
。一
般
家
庭
の
場
合
は
、点

検
回
数
は
概
ね
４
か
月
に
１
回
以
上

（
年
間
３
回
以
上
）と
な
り
ま
す
。

③
清
掃
を
し
ま
し
ょ
う

　

清
掃
は
日
高
町
の
許
可
業
者
と
契

約
し
て
、毎
年
１
回
以
上
実
施
し
ま

し
ょ
う
。

《
ご
注
意
く
だ
さ
い
》

　

浄
化
槽
は
適
正
な
維
持
管
理
を
行

わ
な
い
と
水
質
汚
濁
や
悪
臭
の
原
因

と
な
る
た
め
、浄
化
槽
管
理
者
に
は

法
定
検
査
、保
守
点
検
、清
掃
の
維
持

管
理
を
行
う
よ
う
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

水
質
の
保
全
お
よ
び
生
活
環
境
を

守
る
た
め
、浄
化
槽
の
正
し
い
維
持

管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
検
査
申
込
み
機
関
】

公
益
社
団
法
人

和
歌
山
県
水
質
保
全
セ
ン
タ
ー

〒
６
４
０
―
８
０
３
２

和
歌
山
市
南
大
工
町
26
（
環
境
会
館
）

☎ 

０
７
３･

４
３
２･

６
４
３
３

HP http://w
akayam

a-suiho.or.jp

～
浄
化
槽
の
維
持
管
理
は

 

大
丈
夫
で
す
か
？
～
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令
和
元
年
分
の
所
得
税
の
申
告
相

談
受
付
が
、２
月
14
日
か
ら
始
ま
り

ま
す
。申
告
さ
れ
る
方
は
、必
ず
正
し

い
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

①�

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が

あ
る
方

②�

給
与
所
得
の
あ
る
方
で
、次
に
該

当
す
る
場
合

▼
令
和
元
年
中
の
給
与
収
入
が
、２

　

０
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合

▼ 

給
与
を
１
か
所
か
ら
受
け
、地
代
・

家
賃
な
ど
の
収
入
が
あ
り
、給
与

所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
こ
れ
ら

の「
所
得
の
合
計
額
」が
20
万
円
を

超
え
る
場
合

▼ 

給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け
て

い
る
方
で
、主
た
る
給
与
以
外
の

給
与
の
収
入
金
額
と
給
与
所
得
お

よ
び
退
職
所
得
以
外
の
所
得
の
金

額
の
合
計
が
20
万
円
を
超
え
る
方

　

個
人
か
ら
年
間
１
１
０
万
円
を
超

え
る
財
産
の
贈
与
を
受
け
た
場
合

は
、原
則
と
し
て
贈
与
税
の
確
定
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

確
定
申
告
が
必
要
な
方
で
申
告
を

し
な
か
っ
た
り
、誤
っ
た
申
告
を
さ

れ
ま
す
と
、後
で
不
足
の
税
金
を
納

め
て
い
た
だ
く
だ
け
で
な
く
、更
に

加
算
税
や
延
滞
税
を
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

町
県
民
税
の
申
告
は
、町
県
民
税

や
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
資
料
の

基
と
な
る
と
と
も
に
、所
得
証
明
書

の
発
行
や
、各
種
手
当
て
の
受
給
者

資
格
の
判
定
や
支
給
額
の
算
定
な
ど

を
す
る
た
め
の
資
料
に
な
り
ま
す
。

令
和
２
年
１
月
１
日
現
在
で
日
高
町

に
お
住
ま
い
の
方
は
、申
告
が
必
要

で
す
。（
申
告
不
要
の
方
も
お
ら
れ
ま

す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
）

町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方

・ 

勤
務
す
る
事
業
所
な
ど
か
ら
、役

場
に
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ

れ
な
い
方

・ 

所
得
税
の
確
定
申
告
は
し
な
い
が
、

扶
養
控
除
や
社
会
保
険
料
控
除
、

医
療
費
控
除
な
ど
を
受
け
る
方

・ 

令
和
元
年
中
に
会
社
退
職
な
ど
に

よ
り
、年
末
調
整
を
受
け
て
い
な

い
方

・ 
所
得
税
の
確
定
申
告
は
必
要
な
い

が
、雑
所
得
、一
時
所
得
、事
業
所

得
な
ど
の
所
得
の
あ
る
方（
農
業

な
ど
で
町
申
告
の
方
）

・ 

前
年
に
収
入
が
な
か
っ
た
方（
町

内
在
住
者
の
被
扶
養
者
は
除
き
ま

す
）な
ど

町
県
民
税
の
申
告
が
不
要
な
方

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
方

・ 

給
与
所
得
の
み
の
所
得
で
、勤
務

先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出

さ
れ
て
い
る
方

・ 

公
的
年
金
の
み
の
収
入
で
、他
に

控
除
す
る
も
の
が
な
い
方

・ 

収
入
が
な
く
、同
一
世
帯
の
家
族

の
方
が
、会
社
の
年
末
調
整
ま
た

は
確
定
申
告
で
扶
養
親
族
と
し
て

届
出
さ
れ
て
い
る
方（
年
少
扶
養

も
含
み
ま
す
）な
ど

申
告
期
限
・
場
所

受
付
期
間

　

令
和
２
年
３
月
16
日（
月
）ま
で

 

（
土
・
日
曜
は
除
く
）

申
告
場
所
お
よ
び
時
間 

　

役
場 

３
階
大
会
議
室（
午
前
９
時

～
午
後
４
時
）（
次
頁
の
日
程
表
参

照
）

町
県
民
税
の
申
告

お問い合わせは、
（☎63・3802）まで。

税 

務 

課

お
知
ら
せ

令
和
元
年
分
所
得
税
申
告
相
談
２
月
14
日
か
ら
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月日 曜日 地区名 受付時間 会場
2.14 金

内原

原谷

午前9時
〜午後4時

日高町役場
（３階大会議室）

2.17 月 池田
2.18� 火 小中2.19 水
2.20� 木 萩原2.21 金
2.25 火 荊木2.26 水
2.27 木 高家2.28 金
3.2 月

志賀

小杭・柏・上志賀
3.3 火 小池・久志
3.4 水 中志賀
3.5 木 下志賀
3.6 金 谷口
3.9 月

比井崎
比井

3.10 火 津久野・小坂・小浦・方杭・産湯
3.11 水 阿尾・田杭
3.12 木
3.13 金 町内全地区
3.16 月 午前9時〜午前11時

町県民税・所得税申告相談 日程表

お問い合わせは税務課（☎63・3802）まで。

申
告
当
日
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

（
確
定
申
告
・
町
県
民
税
の
申
告
共
通
）

①
認
め
の
印
鑑

②
所
得
関
係
書
類

令
和
元
年
中（
平
成
31
年
１
月
１

日
か
ら
令
和
元
年
12
月
31
日
ま

で
）の
収
入
な
ど
が
確
認
で
き
る

書
類（
源
泉
徴
収
票
、収
支
内
訳

書
、給
与
明
細
な
ど
）

③
控
除
関
係
書
類

令
和
元
年
中
に
支
払
わ
れ
た
生
命

保
険
・
地
震
保
険
・
国
民
健
康
保

検
・
介
護
保
険
・
後
期
高
齢
者
保

険
・
国
民
年
金
な
ど
の
支
払
証
明

書
、医
療
費
領
収
書
な
ど

④�

障
害
者
控
除
を
受
け
る
方
は
、障

害
者
手
帳
な
ど

⑤
そ
の
他
、申
告
に
必
要
な
関
係
書
類

町
税
は
口
座
振
替
で
！

　

税
金
は
、私
た
ち
が
豊
か
で
安
全

な
暮
ら
し
が
出
来
る
よ
う
警
察
や
消

防
、保
健
衛
生
や
教
育
な
ど
の
公
共

サ
ー
ビ
ス
や
、道
路
や
橋
、港
湾
や
上

下
水
道
な
ど
の
公
共
施
設
の
整
備
・

充
実
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。私
た

ち
が
社
会
の
一
員
と
し
て
暮
ら
し
て

い
く
た
め
に
、み
ん
な
で
出
し
合
っ

て
負
担
し
て
い
る
の
が
税
金
で
す
。

　

税
務
課
で
は
便
利
で
安
心
、確
実

な
口
座
振
替
制
度
の
ご
利
用
を
お
勧

め
し
て
い
ま
す
。口
座
振
替
を
利
用

さ
れ
る
方
は
、紀
州
農
業
協
同
組
合
、

な
ぎ
さ
信
漁
連
、紀
陽
銀
行
、き
の
く

に
信
用
金
庫
、近
畿
労
働
金
庫
、ゆ
う

ち
ょ
銀
行
の
各
金
融
機
関
窓
口
で
口

座
振
替
さ
れ
る
通
帳
と
届
出
さ
れ
て

い
る
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。口
座
振
替
依
頼

書
は
、税
務
課
窓
口
お
よ
び
各
金
融

機
関
窓
口
に
て
ご
用
意
し
て
お
り
ま

す
。

※ 

口
座
振
替
の
受
け
付
け
は
金
融
機
関
窓

口
の
み
で
す
。税
務
課
窓
口
で
の
受
け
付

け
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
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中
学
生
の「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

【
和
歌
山
県
租
税
教
育
推
進
連
絡
協
議
会
賞
】

【
日
高
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会　

優
秀
賞
】

�

（
敬
称
略
）

　

「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
迎
え
に

来
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
車
に
乗
せ
て

も
ら
っ
て
出
か
け
る
祖
父
を
、
去
年

ま
で
は
、
よ
く
見
送
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
去
年
の
秋
、
そ
の
祖

父
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
祖
父
は
、

僕
が
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
、
と
て
も

や
さ
し
い
人
で
し
た
。
し
か
し
、
年

を
と
り
、
入
退
院
を
繰
り
返
す
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
祖
父
は
、
元
気
な

と
き
は
、
ず
っ
と
農
作
業
を
し
て
働

い
て
い
ま
し
た
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に

行
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
あ
ま
り

動
け
な
く
な
っ
て
か
ら
で
す
。
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
で
は
、
リ
ハ
ビ
リ
を
し
た

り
、
お
風
呂
へ
入
れ
て
も
ら
っ
た
り

し
て
い
た
そ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
と
き
は
、

介
護
保
険
か
ら
補
助
さ
れ
る
の
で
自

分
で
負
担
し
て
支
払
う
金
額
が
少
な

く
て
す
む
と
聞
き
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
と
は
、
「
高
齢
者
に
介

護
が
必
要
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
住

み
な
れ
た
地
域
や
家
族
で
自
分
ら
し

く
生
活
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
介
護

を
し
て
い
る
家
族
の
負
担
が
軽
減
さ

れ
る
よ
う
、
み
ん
な
で
保
険
を
出
し

合
っ
て
社
会
全
体
で
介
護
を
支
え
合

う
仕
組
み
と
し
て
、
二
〇
〇
四
年
に

作
ら
れ
た
制
度
」
だ
そ
う
で
す
。

　

父
は
、
介
護
保
険
が
始
ま
っ
た
と

き
、
当
時
九
十
歳
を
す
ぎ
て
百
歳
近

か
っ
た
曽
祖
母
も
、
介
護
保
険
を
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
聞
い
て
驚

い
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
介
護
保

険
は
、
四
十
歳
以
上
の
人
が
払
い
、

六
十
五
歳
以
上
の
人
も
全
員
が
所
得

に
応
じ
て
払
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

こ
の
介
護
保
険
の
財
源
の
五
〇
パ
ー

セ
ン
ト
に
税
金
が
入
っ
て
い
る
と
役

場
の
健
康
推
進
課
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
書
か
れ
て
い
る
の
を
、
た
ま
た
ま

目
に
し
ま
し
た
。

　

税
金
は
、
私
た
ち
の
周
り
で
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
警
察
や
消
防
、
道
路
の
整

備
や
災
害
対
策
、
学
校
な
ど
に
で

す
。
そ
の
中
で
も
、
一
番
の
支
出

は
、
社
会
保
障
費
と
の
こ
と
で
す
。

　

社
会
保
障
と
は
、
「
私
た
ち
が
安

心
し
て
生
活
し
て
い
く
た
め
に
必
要

な
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
で
、
医

療
、
年
金
、
介
護
、
福
祉
な
ど
の
し

く
み
の
こ
と
」
で
す
。
介
護
保
険
に

使
わ
れ
る
税
金
は
、
こ
こ
に
含
ま
れ

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

祖
父
は
、
介
護
保
険
の
お
か
げ

で
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
動
け

な
い
祖
父
も
安
心
し
て
お
風
呂
へ
入

れ
て
も
ら
っ
て
帰
っ
て
く
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
家
で
、
お
風
呂
へ
入

れ
て
あ
げ
る
の
は
、
と
て
も
難
し
く

て
た
い
へ
ん
な
こ
と
で
す
。
と
て
も

あ
り
が
た
い
こ
と
で
し
た
。

　

今
、
日
本
は
、
少
子
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
少
子
高

齢
化
が
進
む
と
、
社
会
保
障
の
費
用

が
増
え
る
こ
と
に
な
り
、
し
か
も
そ

の
費
用
を
負
担
す
る
若
者
が
減
っ
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
祖
父
が
し
て
も
ら

え
た
よ
う
な
、
社
会
保
障
が
続
く
よ

う
な
社
会
を
維
持
す
る
に
は
、
こ
れ

か
ら
の
税
金
の
在
り
方
が
、
た
い
へ

ん
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
安
心
し
て

生
活
が
で
き
る
よ
う
に
、
税
金
を

使
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

｢

社
会
保
障
の
在
り
方｣

　
　
　
　

日
高
中
学
校
３
年

�

嶋�

田　

雅�

樹
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二
〇
一
九
年
十
月
一
日
か
ら
消
費

税
率
が
現
在
の
八
％
か
ら
十
％
に
引

き
上
げ
ら
れ
る
。
中
学
生
で
あ
る
私

が
「
税
」
と
聞
い
て
一
番
に
思
い
浮

か
ん
だ
の
は
消
費
税
だ
。
増
税
な
ん

て
嫌
だ
。
大
抵
の
人
が
そ
う
思
う
。

私
も
正
直
、
買
い
物
に
行
く
時
、
多

め
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
と
、
お
小
遣
い
が
減
る
の
で
少

し
損
を
す
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
で

も
消
費
税
の
引
き
上
げ
と
共
に
軽
減

税
率
制
度
が
実
施
さ
れ
る
。
軽
減
税

率
制
度
と
は
、
食
料
品
や
飲
み
物
や

定
期
購
読
契
約
が
締
結
さ
れ
た
週
二

回
以
上
発
行
さ
れ
る
新
聞
な
ど
は
、

消
費
税
が
八
％
の
ま
ま
で
あ
る
。
そ

の
中
で
も
、
外
食
や
酒
類
は
十
％
に

な
る
の
で
支
払
う
際
は
気
を
付
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
レ
シ
ー
ト
の
表

示
に
つ
い
て
も
、
複
数
税
率
に
な
る

こ
と
に
よ
り
、
八
％
対
象
の
も
の

十
％
対
象
の
も
の
で
分
け
ら
れ
る
。

十
月
一
日
か
ら
は
消
費
者
で
あ
る
私

達
は
制
度
が
変
わ
る
事
を
知
っ
て
お

く
必
要
が
あ
る
。

　

私
は
小
学
六
年
生
の
時
、
税
務
署

の
方
か
ら
、
税
金
に
つ
い
て
の
授
業

を
受
け
た
。
そ
れ
ま
で
は
「
税
金
」

と
い
う
言
葉
は
聞
い
た
こ
と
は
あ
る

け
れ
ど
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い

る
の
か
知
ら
な
か
っ
た
。
私
が
、

今
、
当
た
り
前
に
生
活
し
、
何
気
な

く
過
ご
し
て
き
た
事
こ
そ
が
、
税
の

お
か
げ
だ
と
知
っ
た
の
だ
っ
た
。
毎

年
、
小
・
中
学
校
で
は
進
級
す
る

時
、
新
し
い
教
科
書
が
無
料
で
全
て

の
子
供
に
配
布
さ
れ
る
。
授
業
料
も

い
ら
な
い
。
も
し
、
税
が
な
か
っ
た

ら
、
授
業
料
や
教
科
書
の
購
入
が
高

く
、
平
等
に
教
育
が
受
け
ら
れ
な
い

か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
思
う
と
、
毎

日
学
校
に
通
え
る
こ
と
に
感
謝
し
、

教
科
書
を
大
切
に
し
た
い
と
思
っ

た
。
そ
れ
か
ら
、
通
学
路
や
出
掛
け

た
際
に
必
ず
通
る
道
路
も
、
国
や
市

町
村
な
ど
が
管
理
し
て
く
れ
て
い

る
。
ど
こ
に
行
く
に
も
整
備
さ
れ
、

と
て
も
綺
麗
だ
。
行
く
先
で
信
号
が

設
置
さ
れ
て
い
る
事
で
、
交
通
ル
ー

ル
が
守
ら
れ
、
事
故
が
起
き
に
く
く

な
っ
て
い
る
。
万
が
一
、
交
通
事
故

が
起
き
た
際
も
、
警
察
官
、
救
急
車

が
す
ぐ
に
助
け
に
来
て
く
れ
る
。
私

達
の
安
全
が
守
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

私
の
町
で
は
子
供
医
療
費
制
度
が
あ

り
、
町
内
に
住
む
０
歳
か
ら
十
八
歳

の
子
供
は
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し

て
く
れ
る
。
私
は
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質

で
、
目
が
痒
く
な
っ
た
り
、
鼻
の
調

子
が
悪
く
な
る
の
で
、
よ
く
受
診
す

る
。
そ
の
時
、
受
付
で
「
お
会
計
は

あ
り
ま
せ
ん
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
を

思
い
出
し
た
。
何
回
も
受
診
で
き
る

の
は
、
税
の
お
か
げ
な
の
だ
と
改
め

て
感
謝
で
き
た
。

　

日
本
は
「
税
」
で
守
ら
れ
て
い

る
。
最
近
は
、
災
害
が
と
て
も
多
い

よ
う
に
感
じ
る
。
頻
繁
に
起
こ
る
地

震
に
よ
る
災
害
、
台
風
に
よ
る
被
害

も
大
き
い
。
昨
年
の
西
日
本
豪
雨
か

ら
一
年
経
っ
た
今
も
屋
根
に
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
が
被
っ
て
い
る
の
を
見
か
け

る
。
税
は
い
ざ
と
い
う
時
、
災
害
救

助
の
為
に
使
わ
れ
る
。
自
然
災
害
は

予
測
で
き
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
税

が
役
に
立
つ
。
消
費
税
が
十
％
に
引

き
上
げ
ら
れ
た
際
も
、
私
は
税
に
守

ら
れ
て
い
る
事
に
感
謝
し
、
商
品
の

支
払
い
を
し
た
い
と
思
う
。

　

今
年
の
五
月
か
ら
「
令
和
時
代
」

に
改
元
さ
れ
た
。
私
達
が
新
し
い
時

代
を
築
い
て
い
く
。
納
税
を
通
じ
て

少
し
で
も
社
会
の
発
展
に
貢
献
し
た

い
と
思
う
。

｢

税
に
つ
い
て思

う
こ
と｣

　
　
　
　

日
高
高
等
学
校

附
属
中
学
校
１
年

�

寺�

井　

巴�
菜

【
公
益
社
団
法
人
御
坊
納
税
協
会　

優
秀
賞
】

�

（
敬
称
略
）
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今
年
の
夏
は
特
に
暑
い
夏
で
し

た
。
学
校
で
は
人
が
多
く
あ
つ
ま
る

の
で
教
室
は
と
て
も
暑
く
な
り
ま

す
。
ク
ー
ラ
ー
が
な
く
て
は
生
活
で

き
ま
せ
ん
。

　

父
や
母
の
中
学
生
の
時
は
学
校
に

ク
ー
ラ
ー
が
つ
い
て
い
な
か
っ
た
そ

う
で
す
。
母
は
「
昔
は
今
ほ
ど
も
暑

く
な
か
っ
た
」
と
言
い
ま
す
。
そ
れ

で
も
、
夏
休
み
の
前
後
は
暑
く
て
授

業
に
集
中
で
き
な
か
っ
た
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
は
学
校
の

ど
の
部
屋
に
も
ク
ー
ラ
ー
が
あ
り
ま

す
。
全
教
室
に
ク
ー
ラ
ー
を
設
置
す

る
に
は
大
変
な
費
用
が
か
か
る
は
ず

で
す
。
そ
の
費
用
は
税
金
か
ら
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
ク
ー
ラ
ー
以
外
に

も
、
い
ろ
い
ろ
な
学
校
の
設
備
や
図

書
の
本
な
ど
も
税
金
で
ま
か
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
町
の
税
金
は

私
た
ち
町
民
が
楽
し
く
生
活
し
て
喜

び
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
使
わ
れ
る

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
教
室
に
ク
ー

ラ
ー
が
あ
る
お
か
げ
で
暑
い
と
き
で

も
私
た
ち
は
学
校
で
快
適
に
楽
し
く

生
活
で
き
て
い
ま
す
。

　

僕
の
住
ん
で
い
る
日
高
町
で
は
田

畑
で
農
作
物
が
つ
く
り
に
く
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
鳥
獣

被
害
が
増
え
て
き
て
い
る
か
ら
で

す
。
よ
く
猿
の
く
じ
ょ
に
鉄
砲
を
う

つ
人
が
き
ま
す
が
猿
の
数
は
減
り
ま

せ
ん
。
せ
っ
か
く
育
て
た
農
作
物
を

簡
単
に
食
べ
ら
れ
る
の
は
く
や
し
い

で
す
。
そ
こ
で
、
町
の
税
金
を
つ

か
っ
て
鳥
獣
く
じ
ょ
に
力
を
入
れ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
今
、

農
業
を
す
る
人
が
減
っ
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
原
因
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
鳥
獣
の
被
害
で
作
物
が
作
り

に
く
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
原
因
の

一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
農
家
の
人
は

皆
困
っ
て
い
ま
す
。
父
は
稲
が
実
り

だ
す
時
期
か
ら
収
穫
ま
で
、
鹿
や

猪
・
猿
な
ど
に
田
ん
ぼ
を
荒
ら
さ
れ

な
い
か
心
配
し
て
い
ま
す
。
猪
や
鹿

が
入
っ
て
食
い
荒
ら
す
の
で
田
ん
ぼ

の
ま
わ
り
に
網
を
は
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
網
を
は
る
だ
け
で

は
、
猿
に
は
き
き
ま
せ
ん
。
ま
わ
り

の
田
ん
ぼ
を
作
っ
て
い
る
人
も
同
じ

よ
う
に
対
策
し
て
い
ま
す
が
、
年
々

被
害
は
ひ
ど
く
な
っ
て
い
ま
す
。
手

間
が
か
か
る
の
に
被
害
が
防
げ
ず
、

放
棄
さ
れ
て
荒
れ
た
田
畑
も
ふ
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
ご
ろ
増
え
す

ぎ
た
猿
は
凶
暴
に
な
っ
て
い
ま
す
。

昼
間
道
路
へ
出
て
き
た
り
、
人
が
い

て
も
平
気
で
姿
を
あ
ら
わ
し
ま
す
。

お
い
は
ら
い
に
行
っ
て
も
に
げ
な
く

な
り
ま
し
た
。
人
を
お
そ
う
か
も
し

れ
な
い
と
思
う
と
、
と
て
も
怖
い
で

す
。
僕
の
家
は
山
の
下
な
の
で
人
が

い
な
い
時
は
家
の
前
ま
で
き
ま
す
。

僕
の
弟
は
ま
だ
保
育
園
児
な
の
で
、

お
そ
わ
れ
る
と
一
人
で
は
に
げ
ら
れ

な
い
の
で
考
え
る
と
本
当
に
怖
い
で

す
。

　

限
ら
れ
た
税
金
を
ど
の
よ
う
な
こ

と
に
使
う
の
か
い
ろ
い
ろ
考
え
て
予

算
を
立
て
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

僕
は
、
鳥
獣
被
害
の
対
策
に
も
使
っ

て
、
住
み
や
す
い
町
・
住
ん
で
い
る

人
が
喜
ん
で
働
き
生
活
で
き
る
町
に

し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

税
金
を
私
た
ち
、
住
ん
で
い
る
者

の
た
め
に
良
く
使
っ
て
く
れ
る
な

ら
、
僕
は
将
来
き
ち
ん
と
税
金
を
納

め
た
い
で
す
。

｢

私
た
ち
の
町
を

よ
り
よ
く
す
る
税
金｣

　
　
　
　

日
高
中
学
校
１
年

�

嶋�

田　

倫�
也

【
和
歌
山
県
知
事
賞
】

�

（
敬
称
略
）

　

こ
の
作
文
は
、御
坊
税
務
署
、公
益

社
団
法
人
御
坊
納
税
協
会
お
よ
び
日

高
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
共
催
に
よ

る
令
和
元
年
度
中
学
生
の「
税
に
つ

い
て
の
作
文
」に
お
い
て
、応
募
総
数

１
８
１
０
点
の
中
か
ら
入
賞
さ
れ
た

作
文
で
す
。
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青
少
年
健
全
育
成
標
語

を
募
集
し
て
い
ま
す
!!

　

日
高
町
青
少
年
総
合
対
策
本
部
、

青
少
年
補
導
連
絡
協
議
会
、教
育
委

員
会
で
は
、青
少
年
健
全
育
成
の
一

環
と
し
て
標
語
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

■
応
募
資
格

　

町
内
の
小
・
中
学
校
児
童
生
徒
、

町
内
に
在
住
、あ
る
い
は
在
勤
さ
れ

て
い
る
方

■
課
題

　

明
る
い
家
庭
づ
く
り
や
地
域
づ
く

り
、あ
い
さ
つ
運
動
や
子
ど
も
を
守

る
運
動
に
関
し
た
も
の
、助
け
合
い
・

仲
間
作
り
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
に
関
し
た
も
の
、交
通
事
故
防
止

や
未
成
年
の
飲
酒
・
喫
煙
防
止
な
ど

に
関
し
た
も
の

■
応
募
方
法

　

小
・
中
学
校
に
つ
い
て
は
、学
校

名
・
学
年
・
氏
名
を
記
入
の
上
、学

校
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
一
般
の
方
は
、住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、教
育

委
員
会
教
育
課
生
涯
学
習
班（
☎

６
３･

３
８
１
２ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
６
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８
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２
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会

お
知
ら
せ

お問い合わせは、下記まで。
学校教育班（☎63・2038）
生涯学習班（☎63・3812）

１. 内容	 地震などにより家具が転倒しないように固定します。
２. 補助限度額	 １世帯３家具まで固定無料
３. 対象世帯	 下記に該当する者のみの世帯
	 ・満 65歳以上
	 ・身体障害者手帳の交付を受けている
	 ・療育手帳の交付を受けている
	 ・精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている
４. 申請について
	　・窓　　　口	 日高町役場２階　総務政策課
	 ☎︎		：６３・２０５１
　	・締　　　切	 令和 2年 1月 31日
　	・必　要　品	 ①印鑑　②本人確認書類　③各種手帳

日高町家具転倒防止器具設置事業について
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　いつ不幸にして火災に見舞われたり、救急要請が必要になるかわかりません。
　年末年始になると病院も休みとなります。
　いざという時に正確な119番通報ができるように日頃から手順などを確認して
おきましょう。

１１９番のかけ方
　まず、受話器を上げ、局番なしで「119」をダイヤルします。通報すると以下の例のように119番
受付員が必要なことを順にたずねますので、それに応じる形で落ち着いてはっきり正確に答えま
しょう。

携帯電話からの119番通報について
　携帯電話からも通報できますが、携帯電話の場合は場所が特定しにくい場合がありますので、場
所について、より詳細な内容を聞くことがあります。また、場所によっては管轄外の消防本部にか
かる場合があります。その場合、場所を伝えれば該当する消防本部に転送しますので、切らずにお
待ちください。

落ち着いて正確に
　実際に火災に見舞われた時や家族がケガや急病のときは気が動転
し、落ち着いて通報できなくなることがあります。あわてて一方的に
話すと正確に伝わらない上、時間もかかります。
　119番受付員に聞かれたことに落ち着いて正確に答えていくのが
良い方法です。

火災の通報例

救急の通報例

１１９番通報することで、
消防車や救急車が最も早く現場に到着することが出来ます。

知っていますか 119番通報のかけ方

119番受付員
・火事ですか、救急ですか
・場所はどこですか
・近くに目標物はありますか
・何が燃えていますか　
・あなたのお名前を教えてください。

119番受付員
・火事ですか、救急ですか
・救急車の向かう場所はどこですか
・近くに目標物はありますか
・どうされましたか　
・あなたのお名前を教えてください。

【お問い合わせ先】　日高広域消防事務組合消防本部（☎︎63・1119）

通報者
・火事です
・○○町○○（大字）○○番地です
・○○○の近くです
・○○が燃えています
・私の名前は○○○○です

通報者
・救急です
・○○町○○（大字）○○番地です
・○○○の近くです
・○○が（誰が）○○○○（どうした）です
・私の名前は○○○○です
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【任　　期】　令和２年４月１日 〜 令和３年３月31日まで
【目　　的】　 国有林の事業運営等について、国民の皆さまの理

解を深めるとともに、ご意見やご要望をお聞きし
て国有林野行政に反映させるため。

【対　　象】　 和歌山県内にお住まいで、森林・林業及び国有林
に関心のある成人の方。

　　　　　　 ただし、国会及び地方議会の議員、地方公共団体の
長、常勤の国家公務員、平成29年度から令和元年
度まで３年間連続して国有林モニターを務められ
た方は除きます。

【応募締切】　令和２年１月31日（金）
【詳　　細】　募集の詳細は、近畿中国森林管理局ホームページをご覧ください。

　和歌山県では、結婚や出産等で離職した女性、定年退職した方、都会で働く人に
県内で再び働いていただくため、２月を就活強化月間と定めて４月の就職を目指
す「第２の就活サイクル」を推進しています。
　２月の就活強化月間に、合同企業説明会を開催しますので、再就職を目指す皆さ
ま、積極的にご参加ください。

◆田辺会場（30社　参加予定）
　日時：令和２年２月10日（月）

　13：00〜16：00
　場所：紀南文化会館 小ホール 

田辺市新屋敷１

◆和歌山会場（100社　参加予定）
　日時：令和２年２月18日（火）

　13：00〜16：00
　場所：和歌山ビッグ愛大ホール・展示ホール

和歌山市手平２丁目１−２
◎対象者
　結婚や出産等で離職した女性、定年退職された方、県外からのUIターン等の再就職希望者
　※ 事前にお申し込みいただくと受付がスムーズに行えます。電話、FAX、WEBサイトよりお申し

込み下さい。

令和２年度国有林モニター募集

「和歌山県就活サイクルプロジェクト」合同企業説明会開催

お問い合わせ：近畿中国森林管理局 総務企画部 企画調整課 林政推進係
☎ ０６・６８８１・３４０６（直通）まで

お問い合わせ：和歌山県再就職支援センター
☎ ０７３・４２１・８０８０　　FAX：０７３・４２４・０２３０

近畿中国森林管理局　国有林モニター 検  索

和歌山県再就職支援センター 検  索

再就職を

お考えの方へ
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小学生～高校生のための
春休み海外研修交流事業

【お問い合わせ・資料請求】
公益財団法人・国際青少年研修協会
住所　〒141-0031　東京都品川区西五反田7-15-4　第三花田ビル4F
☎　03・6417・9721	 FAX　03・6417・9724
E-MAIL　info@kskk.or.jp	 URL　http://www.kskk.or.jp

　公益財団法人・国際青少年研修協会では、海外生活を通して交流を体験し、国際感覚を養
うことを目的に10コースの参加者を募集しています。事前研修会では仲間作りからサポー
トいたしますので、安心してご参加ください。

日	程

3月25日（水）

〜

4月5日（日）

内	容

ホームステイ・英語研修
文化交流・地域見学
野外活動など

研修国
オーストラリア・カナダ
サイパン・フィリピン
カンボジア・イギリス

ニュージーランド・ネパール

※コースにより異なります 	※コースにより体験内容をお選びいただけます

産業技術専門学院は、職業能力開発促進法に基づき設置された公共職業能力開発施設です。

和歌山産業技術専門学院
〒６４９- ６２６１
　和歌山市小倉９０
	☎︎	：０７３・４７７・１２５３
FAX：０７３・４７７・１２５４

田辺産業技術専門学院
〒６４６- ００１１
　田辺市新庄町１７４５の２
	☎︎	：０７３９・２２・２２５９
FAX：０７３９・２２・３１２３

お問い合わせ

２月選考
願書受付期間 令和2年１月 14日（火）〜１月24日（金）

選� 考� 日 令和2年２月 5日（水）　午前９時30分〜

選 考 会 場 入学を希望する産業技術専門学院および東牟婁振興局

選 考 方 法 筆記試験（国語・数学）および面接

合格発表日 令和2年２月 12日（水）　午後３時

入� 学� 日 令和2年４月 8日（水）

和歌山県立産業技術専門学院
生徒募集案内

募集する訓練科
・和歌山産業技術専門学院
　　２年制（自動車工学科、理容科、
　　　　　  メカトロニクス・CAD科）
　　１年制（建築工学科、デザイン木工科、
　　　　　 総合実務科）
・田辺産業技術専門学院
　　２年制（自動車工学科、情報システム科）
　　１年制（観光ビジネス科）
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  御坊・日高圏域自立支援協議会（子ども部会）と日高地方特別支援教育研究会では、発達障害
のある子どもたちの就労・社会的自立を支えるため、教育、医療機関・各支援機関、保護者など、
さまざまな立場の皆様を対象として、講演会を開催しています。
　今回は、発達障害当事者でもある広野ゆいさんをお招きし、発達障害の基礎的な理解、ご自身
の子ども時代のこと、大人の発達障害者の社会的自立の現状などについて、当事者の立場から
お話いただきます。

令和元年度	御坊・日高圏域自立支援協議会	講演会

発達障害として生きていくこと
〜 特 性 を 受 容 し、能 力 を 生 か そ う 〜

●日　時　令和２年１月18日（土）
　　　　　13時30分〜15時30分（受付 13時〜）
●会　場　御坊商工会館 ４階 大会議室 （御坊市薗３５０−２８）
●講　師　広野　ゆい さん
　　　　　　　　（ＮＰＯ法人　発達障害を持つ大人の会　代表）

【申込み・お問い合わせ】
御坊・日高障害者総合センター　  ☎  ：０７３８・３２・７０５１
 FAX：０７３８・２３・２２０１
 メール：info@gobo-hidaka.com

事業主のみなさまへ
労働保険に入っていますか？

　正社員、パート、アルバイトなど、雇用形態にかかわらず、一人でも労働
者を雇っている場合、事業主は労働保険に加入する義務があり、その手続
が必要です。
　詳しくは下記お問い合わせ先、最寄りの労働基準監督署、ハローワーク
にご相談ください。
（お問い合わせ先）　和歌山労働局 総務部 労働保険徴収室　　

　　　☎ ０７３・４８８・１１０２
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町
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おやこの食育教室

　毎年、町内の小学生とその保護者を対象に、親子が一緒に取り組み、食の大切さを学び、調理実
習を通して、好ましい食習慣を身につける場として実施。数年前からはJA紀州さんと共催で、野
菜の収穫体験とJA職員さんから野菜についてお話をしていただいています。
　７月の教室では、10組23人の親子の参加があり、バランスプレートに食事を選んでのせて、
バランスを考えて食べる習慣を身につけられるよう、体験してもらいました。

地域・職域おやこ料理教室

　幼児からの食育活動として、町内保育所を
訪問し、『あか・きい・みどりで元気な体』に
ついてのパネルシアターを実施しています。
また、手作りおやつをレシピをつけて配布
し、家庭に持ち帰ってもらっています。

保健だより

私たちの健康は
私たちの手で
私たちの健康は
私たちの手で
私たちの健康は
私たちの手で

愛称はヘルスメイト！　－食生活改善推進協議会－

　今月は、「私たちの健康は私たちの手で」をスローガンに、子どもから高齢者における健康づくり
活動を、食を通して地域において推進しているボランティア組織の団体について紹介します。健康
や栄養の学習（すこやか教室・笑いの大学）を修了された方々により、昭和62年に日高町食生活改
善推進協議会は発足しました。
　現在21名の食生活改善推進員（愛称ヘルスメイト）が活動しており、研修会や視察研修を行い、
以下のような活動を実施しています。
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お問い合わせ/健康推進課（☎63・3801）

高齢者とのつどい

　町内にお住まいの70歳以上の一人暮らしの方を対象に、牛乳・乳製品を摂取し、バランスのと
れた食生活を身につけていただくために、お弁当をつくり昼食会を実施しています。
　毎年、３地区程度の対象者のお宅をヘルスメイトが訪問し、事業への参加をおすすめしていま
す。低栄養にならないバランスを考えたお弁当は、１日に摂っていただきたい栄養素が全て含ま
れており、参加者のみなさまには「味付けもおいしい」と好評でした。
　昼食後には、レクリエーションを催し、楽しい時間を過ごしました。

ふれあい祭　牛乳入り豚汁配食

　ふれあい祭の会場において、牛乳・乳製品の普及を目指すために「牛乳入り豚汁」を作って、み
なさまに無料で配食しています。毎年200食を準備していますが、すぐになくなってしまうほど
の大好評です。
　また、会場では、みなさんにご家庭でのみそ汁を持参してもらい、みそ汁の塩分測定も実施し
ました。

ヘルスサポーター事業

　中学１年生を対象に、自分で健康的な生活スタイルを確立することを目的に毎年、中学校に出
向き、適切な食生活やメタボリックシンドローム対策・タバコの害についての講義を行ってい
ます。10月には63名の生徒のみなさんの参加がありました。楽しく参加できるようにクイズ
やカップ麺に含まれる油、塩の量を実際に目で確認して
いただきました。生徒たちからは、「ジュースの砂糖の量
の多さに驚いた」「お菓子は控える」「野菜のパワーを学ん
だ」｢夜は早くねる」「タバコを吸うと老けた顔になってし
まったりしてイヤだと思った」｢今日学んだことを家族と
話し合おうと思った｣｢お菓子や飲み物を買う時、栄養成
分表示をみて選んだり、買ったりしようと思った｣との声
が多く聞かれ、生徒たちは私たちの伝えたい内容をしっ
かりと受け止めてくれていました。
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クエっこランド♪だより
日高町子育て支援センター

※�０〜３歳の未就園児とその
　保護者の方が、対象となっています。
※月〜金
　��9:00 〜 12:00
　�13:00 〜 16:00
お問い合わせは、子育て支援センター
（☎７０･４１４０）まで。
（保健福祉総合センター内）

クエっこランド♪だより

♪♪１月の行事予定♪♪
１月６日（月）〜１月10日（金）お正月遊び

14日（火）子育て広場　9：30〜11：00

20日（月）ベビーマッサージ　14：00〜

　　　　�定員10名（１歳まで）
　　　　　※バスタオル･お茶･ハンドクリーム（母用）

28日（火）おはなしの会　10：30〜11：00

29日（水）りみ先生「親子体操」10:30〜

　　　　　　申込み締切り日22日（水）

20日（月）〜31日（金）節分製作期間

※第3金曜日　午後から休館

（行事予定は、変更する場合があります）

みんなでスイートポテト作りました♪
おいしくておかわりいっぱいしました♪♪

ベビーマッサージの後は、
　　　　　クリスマスの寝相アート♪

ハロウィン手遊び歌やアンパンマンのハロウィン
を見た後、「トリック・オア・トリート」４つの
家をまわって手作りおもちゃを貰いました。

親子クッキング11月19日（火）

ベビーマッサージ11月21日（木）

英語（ハロウィン）10月31日(木)
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、
ゆ
う
パッ
ク
で
お
金
を

送
って
く
だ
さ
い
。

○ 

ロ
ト
６
の
当
選
番
号
や
必
ず
勝
て
る
競
走

馬
情
報
を
教
え
ま
す
。

○ 

□
□
警
察
署
の
△
△
で
す
が
、
あ
な
た
の

銀
行
口
座
が
不
正
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

○ 

有
料
サ
イ
ト
料
が
未
納
で
す
。

○ 

融
資
を
受
け
る
前
に
保
証
金
を
払
って
。

○ 

パン
フ
レ
ッ
ト
が
届
い
て
い
ま
せ
ん
か
。

○ 

高
値
で
買
い
取
り
ま
す
か
ら
、
私
の
代
わ

り
に
社
債
を
買
って
く
だ
さ
い
。

○ 

昔
に
投
資
し
た
損
害
を
取
り
戻
せ
ま
す
。

　
怪
し
い
電
話
が
か
か
って
き
た
時
は
、

警
察
相
談
窓
口

　
＃
９
１
１
０

ま
た
は

御
坊
警
察
署

（
☎
２
３
・
０
１
１
０
）

ま
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　お正月は、新年会や年始のあいさつ回
りなど飲酒する機会が多くなります。
　飲酒運転に対する罰金や取締まりは強
化されているのに、依然として飲酒運転
が後を絶ちません。
　飲酒運転が原因となる死亡事故の割合
も高いものがあります。

　ドライバーのみなさん、
「飲んだら、乗るな。
　　　乗るなら、飲むな」
を実行し、飲酒運転は絶
対にしないように心がけ
ましょう。

特
殊
詐
欺
に

　
　注
意
！

１月10日は、110番の日
１
１
０
番
は
、

　
事
件・事
故
発
生
時
の

　
　
　
　
緊
急
電
話
で
す
！

　
み
な
さ
ん
か
ら
の
１
１
０
番
に
よ
る
通

報
は
、す
べ
て
和
歌
山
県
警
察
本
部
の「
通

信
指
令
室
」で
受
理
し
て
い
ま
す
。

　
１
１
０
番
に
よ
る
通
報
で
は
、そ
の
通
報

内
容
を
聞
き
取
り
な
が
ら
、併
せ
て
パ
ト

カ
ー
な
ど
に
指
令
し
て
い
ま
す
の
で
、慌
て

ず
落
ち
着
い
て
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　
携
帯
電
話
で
１
１
０
番
す
る
時
は
、ま
ず

「
車
を
と
め
て
か
ら
」通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　
１
１
０
番
は
、み
な
さ
ん
の
安
全
を
守
る

電
話
で
す
の
で
、い
た
ず
ら
１
１
０
番
は
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
急
が
な
い
問
い
合
わ
せ
や
相
談
は
、

御
坊
警
察
署

（
☎
２
３・０
１
１
０
）

ま
た
は

警
察
相
談
窓
口

　
＃
９
１
１
０

（
☎
０
７
３・４
３
２・０
１
１
０
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

あ
け
ま
し
て

　
　
　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　旧
年
中
は
�
警
察
活
動
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
�
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
�

　本
年
も
�
事
件
・
事
故
の
な
い
明
る
く

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

頑
張
り
ま
す
の
で
�
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
�

　令
和
二
年
元
旦

飲酒運転による
交通事故が多発

きしゅう君

御坊警察署
　 23-0110
高家駐在所
　　永石 博紀
　 63-2110
比井駐在所
　　芳養 真吾
　 64-2110

（お知らせ）
Eメールによるご意見、
ご感想、ご相談を受け
付けています。
和歌山県警のホーム
ページは
http://www.police.pref.
wakayama.lg.jpです。
ご利用ください。
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Eメールによるご意見、
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ページは
http://www.police.pref.
wakayama.lg.jpです。
ご利用ください。
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開室日…月曜日～土曜日
　　　　　AM8：30～PM5：00
閉室日…日曜日、祝日、
　　　　　年末年始、特別整理期間
中央公民館（☎63・3811）

公民館図書室だより

新着図書のご案内

※新着図書は、一人２冊までの貸出となります

など、全部で３２冊 など、全部で６冊

●あの日に帰りたい�−駐在日記−
（小路　幸也）

●死にゆく者の祈り （中山　七里）
●明日の僕に風が吹く （乾　ルカ）
●「作家」と「魔女」の集まっちゃった思い出

（角野　栄子）
●読書実録 （保坂　和志）
●不審者 （伊岡　瞬）
●アンジュと頭獅王 （吉田　修一）
●鉄の楽園 （楡　周平）
●名残の花 （澤田　瞳子）
☆Ｉの悲劇 （米澤　穂信）

●未来を変えるロボット図鑑
（ルーシー・ロジャーズ　他）

●古墳のなぞがわかる本 （河野　正訓）
●桃太郎は盗人なのか？
　���−「桃太郎」から考える鬼の正体−

（倉持　よつば）
●きつねのきんた （かこ　さとし）
☆世の中のしくみ�−子ども教養図鑑　キミは
　どっちを選ぶ？　大人でも答えられない
　社会の難問に向き合おう−

（小学校社会科授業づくり研究会）

みなさんのお越しをお待ちしています!!みなさんのお越しをお待ちしています!!

一般書 児童書

新着図書のご紹介

☆Ｉの悲劇
 （米澤　穂信）

　市長肝いりのＩターンプロジェクト。公務員
たちが向き合ったのは、一癖ある「移住者」たち
と、彼らの間で次々と発生する「謎」だった−。連
作短篇集。『オール讀物』掲載他に書き下ろしを
加え単行本化。

☆世の中のしくみ
　− 子ども教養図鑑　キミはどっちを選ぶ？
　 大人でも答えられない社会の難問に向き合おう −

 （小学校社会科授業づくり研究会）
　政治、経済、環境…。社会のさまざまなテーマに
ついて、わかりやすく解説したビジュアル図鑑。
難しい問題に対して、自分に近い意見を選びなが
ら、じっくり向き合うことで世の中のしくみがわ
かり、自分で考える力が身につく。

《一般書》 《児童書》
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山
百
合
短
歌
会
詠
草

広
域
に
惨
禍
の
及
ぶ
台
風
に
避
難
訓
練
の
お
も
い
あ
ら
た
む

那
須　

久
枝

た
そ
が
れ
の
古
都
を
娘
と
そ
ぞ
ろ
ゆ
く
非
日
常
に
し
ば
し
浸
り
て

亀
井
て
る
代

古
希
す
ぎ
て
吾
が
人
生
よ
ケ
セ
ラ
セ
ラ
三
つ
さ
ば
読
み
生
き
て
み
る
か
な玉

井
か
を
る

放
置
田
と
な
り
て
久
し
き
棚
田
は
や
丈
な
す
す
す
き
穂
な
び
く
を
な
が
む奥

田　

房
子

威
勢
よ
き
曳
き
手
の
声
も
統
べ
ら
せ
て
や
り
ま
わ
し
な
る　

歓
声
あ
が
る坂

本　

清
子

ま
ろ
う
ど
を
迎
え
て
華
や
ぐ
藤
袴
浅
黄
斑
の
海
色
そ
え
て

中　

て
る
み

古
希
に
な
り
つ
と
に
似
て
く
る
我
が
顔
は
鏡
の
中
で
母
の
笑
み
す
る

庵
戸
眞
知
子

住
み
や
す
き
街
と
聞
き
い
し
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
テ
ン
ト
暮
ら
し
の
人
々
を
み
る

小
山　

和
代

漂
流
に
殺
人
事
件
に
安
楽
死
今
宵
は
ど
こ
へ
何
を
夢
見
る

米
倉
眞
佐
美

何
時
か
な
す
何
時
か
な
さ
ん
と
溜
め
お
き
し
て
す
さ
び
の
材
料
冬
は
か
け
あ
し

深
海
三
千
代

〝
彩
浜
〟を
目
指
し
ダ
ッ
シ
ュ
で
勝
ち
得
た
る
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
足
見
直
せ
よ
皆

曽
根　

邦
子

イ
ン
フ
ル
の
熱
に
は
勝
て
ず
数
日
を
窓
の
空
み
て
ひ
と
り
か
も
ね
む

山
野　
　

苺

今
宵
ま
た
字
幕
の
歌
詞
に
ケ
チ
つ
け
て
番
茶
飲
み
干
す
気
儘
な
時
間

鍵
本　

和
代

肩
す
ぼ
め
一
円
玉
の
旅
が
ら
す
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
令
和
は
飛
べ
ぬ

田
坂　

行
曠

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」と
呼
ば
る
る
店
よ
り
買
ふ
ま
じ
と
決
め
込
み
た
る
ぞ
老
の
一
徹

和
田　

路
子

「
ま
ず
ま
ず
で
収
ま
っ
た
な
あ
」洪
水
で
百
人
ち
か
く
死
ん
で
も
そ
れ
か

中
西　
　

優

受
診
す
る
夫
を
待
つ
間
に
い
た
わ
り
の
優
し
さ
に
触
れ
朝
の
清
し
き

仲
田
美
智
子

　電車は、子どもから高
齢の方まで誰もが利用し
やすく、特に車を運転し
ない人にとってはなくて
はならない大切な交通手
段です。
　しかし、近年道路交通網の進展により、紀勢本線
の乗降客数は年々減少しています。生活基盤である
ことはもとより、地域振興や産業振興にとっても欠
かせない紀勢本線を、地域で支えることも必要です。
私たち地域の鉄道を守るためにも、旅行などお出か
けの際には、

　☆　安全性が高い
　☆　地球環境への影響が少ない
　☆　渋滞なしで時間に正確
といった利点の多い電車を、ぜひご利用ください。

【紀勢本線活性化促進協議会】

紀勢本線を利用しよう
　センターには、永年の
職業を通じて豊かな経験
と能力をもつ高齢者の
方々が会員として登録さ
れており、多岐にわたる
仕事が可能です。
　仕事のご依頼のほか、会員への登録についてな
ど、詳しいお問い合わせ、お申込みは下記連絡先ま
でお願いします。

〒 649-1212　日高町大字小中１３０８番地
　　　　　　　（ふれあいセンター内）
月曜〜金曜　9:00〜 16:00（祝日除く）

仕事のご依頼を
　お待ちしています！

日高町シルバー人材センター

☎ 70・0385
E-mail:hidakacho.sjc@za.ztv.ne.jp

仕事のご依頼を
　お待ちしています！
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新規購入 税込価格
簡易消火具（スプレー式） ￥2,000
消火薬剤1.2㎏型 ￥6,500
消火薬剤3.0㎏型 ￥7,500
住宅用火災警報器 ￥4,000

●消火器の引き取りのみ…￥1,000
※�消火薬剤型の消火器を新規購入された場合の
み、古い消火器の引き取りが無料になります

消火器を販売するために、こちらから訪問する
ことはありません。
悪徳商法や詐欺には十分注意してください。

注
意

【連絡先】	日高町消防団事務局（☎63・2051）

日高町消防団

消火器斡旋料金一覧表

消火器の耐用年数

10年程度

　日高町長の新年のごあいさつ
をＺＴＶの行政チャンネルで放
送します。

■放送日
　１月１日（水）〜３日（金）
■放送時間
　９時・13時・16時・20時
　　　　　　��から放送します。

ＺＴＶで
新年のごあいさつ

HDK3-108
長方形



暮らしのカレンダー
2020年1月
January

※気象警報等が発表されたときは、中止または延期になる場合があります。

暮らしのカレンダー
1日
水

・元旦

2日
木
3日
金
4日
土

・成人式
（中央公民館）
時間：10時〜

5日
日

・出初め式
（若もの広場）
時間：10時〜

6日
月

・ 介護保険料
　第5期分納期限

7日
火

8日
水

・4か月児・10か月児健診
（ふれあいセンター）
対象：R1年8月1日〜9月15日生
　　 H31年2月1日〜3月15日生

・資源ごみ

9日
木
10日
金
11日
土

12日
日

・粗大ごみ
（池田・東光寺・内ノ畑・原谷）

13日
月

・成人の日

14日
火

・子育て広場
（ふれあいセンター）
時間：9時30分〜11時

15日
水

・小型プラスチックごみ

16日
木

・3歳児健診
　（ふれあいセンター）

対象：H28年4月1日〜6月30日生

17日
金
18日
土
19日
日

・粗大ごみ
（萩原・荊木・駅前）

20日
月

・人権相談・行政相談・
　心配ごと相談合同相談所
　（ふれあいセンター）

時間：13時〜16時

・運動教室
　（中央公民館）

時間：10時〜11時30分

21日
火

・おはなしの会
（中央公民館）
時間：10時〜

22日
水

・資源ごみ

23日
木
24日
金
25日
土
26日
日
27日
月
28日
火
29日
水

・献血
・小型プラスチックごみ

30日
木

・2歳児健診
（ふれあいセンター）
対象：H29年5月1日〜7月31日生

31日
金

・ 後期高齢者医療保険料
　第7期分納期限

・ 国民健康保険税
　第8期分納期限

発売中 !!

お財布にやさしいスマートフォンで
新生活をStart!!

（税抜）

円/月～1,7801,7801,780
ケーブルスマホに関するお問合せは

0120-222-505
（平日・土・日・祝 9：00～17：30）

ZTVのス
マートフォ

ン

お手頃価格だから始めやすい !!
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広告 町収入の一部とするため、有料広告を掲載しています。

HDK3-108
長方形
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町内、サークル・クラブ名鑑町内、サークル・クラブ名鑑
町内で活躍されている団体をご紹介するコーナーです。

TOWN information

町の人口と世帯

令和元年11月30日現在
人　口 7,931人  [±0]
　男 3,818人  [+1]
　女 4,113人  [-1]
世帯数 3,170戸  [+3]
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作って・見て・癒される
新しい花の楽しみ方

　ハーバリウム教室では、現在10名の
方が参加。講師に香華先生を招き、２ヶ
月に１度活動しています。
　ハーバリウムとは、ガラス瓶にプリ
ザーブドフラワーなどを入れ、専用液に
浸して鑑賞するものです。教室では、季
節を感じられるような作品づくりをして
おり、この日はお正月前ということで
「和」をテーマに制作。松や折り鶴をガ
ラス瓶に入れ、教室の皆さんは集中して
作品づくりに取り組んでいました。
　香華先生は「手入れがいらず、みずみ
ずしい状態で１～２年ほど楽しむことが
できるハーバリウムは、見ていると癒さ
れます」と話していました。
　詳しくは中央公民館（☎６３・３８１１）

ハーバリウム教室

完成した作品
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